
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８５年（昭和６０年）８月１２日１８時５６分に発生した日

本航空１２３便墜落事故から４０年が経ちました。 

お盆休みで１２３便はほぼ満席で、航空機の単独事故とし

て生存者４名・死者５２０名という、航空事故史上最悪の事故

となりました。 

鉄道業に従事している私たちも決して他人事ではなく、

安全をいかにつくり出すかは、共通かつ永

遠の課題です。私たちが働くＪＲ東日本では、これまで
考えられなかった事象や命を奪いかねない事象が相次いで

発生しています。改めて、命を預かる公共交通機関と

して「命を第一」にする企業風土を創らなければな

りません。しかし、ＪＲ東日本会社は利益のみを追求し、組
合員への差別・区別をする企業体質は当時の日本航空の体

質と同じではないでしょうか？ 
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日本航空１２３便墜落事故から４０年 

事故当時の日本航空の企業体質を学び、二度と

不幸な事故を起こさせないために行動しよう！ 


